
令
和
８
年
３
月
1

日
恒
例
の
佐
鳴
湖
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
10
名

の
会
員
に
参
加
頂
き

ま
し
た
。
快
晴
、
爽

や
か
な
天
気
の
も
と
、

主
催
者
挨
拶
の
後
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
と
共
に
約

一
時
間
、
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
や
気
候
の
影
響

に
よ
り
年
々
、
参
加

者
は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
長
年
に
わ

た
り
熱
心
に
参
加
さ

れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ

が
多
く
、
地
域
社
会

の
結
束
が
感
じ
ら
れ

る
活
動
と
な
っ
て
い

ま
す
。

次
回
は
８
月
の
佐

鳴
湖
花
火
大
会
の
翌

日
に
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
猛
暑
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
会
員

皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
8
年
4
月
3

日
（
金
）
浜
松
基
地

南
地
区
隊
員
食
堂
で

恒
例
の
「
令
和
8
年

度
浜
松
基
地
観
桜
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

一
昨
年
は
あ
い
に

く
の
雨
で
桜
も
蕾
の

状
態
で
し
た
。
昨
年

は
３
月
27
日
の
開
催

で
雨
が
心
配
さ
れ
る

中
で
の
開
催
で
し
た

が
、
会
の
終
わ
り
ま

で
雨
に
降
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
、
気
温
も

23.8
℃
と
４
月
下
旬

頃
の
陽
気
と
な
り
、

２
分
咲
き
の
桜
が

楽
し
め
ま
し
た
。

今
年
は
と
い
う

と
天
候
は
快
晴
、

気
温
は
18
時
時
点

で
16
℃
と
外
で
花

見
を
楽
し
む
に
は

少
し
寒
い
程
度
、

屋
内
で
は
丁
度
い
い

加
減
で
し
た
。
基
地

内
の
桜
も
美
し
く
咲

き
誇
り
、
特
に
旧
電

子
戦
講
堂
の
前
の
通

り
の
桜
は
見
事
な
ま

で
に
満
開
で
し
た
。

観
桜
会
で
は
主
催
者

の
浜
松
基
地
司
令
の

満
開
宣
言
で
始
ま
り
、

浜
松
防
衛
団
体
連
合

会
会
長
の
挨
拶
、
国

会
議
員
及
び
浜
松
市

長
の
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
鏡
開
き
が

行
わ
れ
、
隊
友
会
新

田
浜
松
支
部
長
の
乾

杯
の
発
声
で
宴
が
始

ま
り
ま
し
た
。
基
地

司
令
の
挨
拶
で
は
最

近
の
緊
迫
す
る
厳
し

い
安
全
保
障
環
境
に

つ
い
て
言
及
が
あ
り

ま
し
た
が
、
明
る
い

話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
隊
員
の
入
隊

状
況
は
浜
松
市
の
他
、

近
隣
の
湖
西
市
、
磐

田
市
、
袋
井
市
、
掛

川
市
と
い
ず
れ
の
市

で
も
昨
年
の
入
隊
者

数
を
上
回
っ
た
と
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
処
遇
改
善
の

成
果
な
の
で
し
ょ
う

か
、
少
し
で
も
入
隊

者
が
増
え
、
現
場
の

負
担
が
少
し
で
も
改

善
さ
れ
る
こ
と
に
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
は
基
地
協
力
団

体
の
代
表
者
、
国
会

議
員
、
近
隣
市
町
や

基
地
周
辺
の
自
治
会

長
な
ど
部
内
外
合
わ

せ
て
約
250
名
が
参
加
、

浜
松
支
部
か
ら
も
今

村
顧
問
、
内
山
顧
問
、

松
岡
顧
問
、
新
田
支

部
長
他
10
名
の
隊
友

が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
県
か
ら
は
会
長

代
理
と
し
て
中
谷
副

会
長
、
引
佐
連
合
支

部
か
ら
は
松
井
支
部

長
他
３
名
と
多
く
の

隊
友
が
参
加
し
基
地

隊
員
代
表
や
他
の
出

席
者
と
共
に
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
交

流
を
深
め
合
い
、
新

着
任
の
警
戒
航
空
団

司
令
鮫
島
将
補
の
納

杯
で
宴
は
終
了
し
ま

し
た
。

今
後
も
浜
松
支
部

は
浜
松
基
地
の
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し

て
隊
員
と
の
交
流
を

深
め
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
各
種
行
事
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
近
く
の
役
員
、

メ
ー
ル
等
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
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浜
松
基
地
観
桜
会
が
開
催

令
和
８
年
度
浜
松
支
部
活
動
年
会
費

納
入
の
お
願
い

令
和
８
年
度
浜
松
支
部
活
動
年
会
費
の
振
込
用
紙
を
折
り
込
み
し

ま
し
た
の
で
、
令
和
８
年
６
月
末
日
ま
で
に
振
り
込
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
振
り
込
み
の
際
は
振
り
込
み
用
紙
に
氏
名
等
の
記
入
漏
れ

が
な
い
よ
う
注
意
願
い
ま
す
。

※

前
納
の
方
に
は
振
込
用
紙
は
折
込
し
て
い
ま
せ
ん
。

※

特
別
会
員
の
方
に
は
、
郵
送
で
ご
案
内
し
た
と
お
り

で
す
。

会
費
の
お
問
い
合
わ
せ
先

会
計
担
当山

口

泰
成

☎
090-2771-9770

令
和
７
年
度
第
２
回

佐
鳴
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加



今
年
も
昨
年
に
引

き
続
き
熊
谷
基
地
の

さ
く
ら
祭
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

皆
様
ご
存
知
の
よ
う

に
熊
谷
は
新
隊
員
教

育
の
地
で
も
あ
り
、

隊
友
会
会
員
の
皆
様

の
半
数
近
く
の
方
は

こ
の
基
地
の
門
を
潜

ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
人
か

ら
は
よ
く
毎
年
行
く

ね
ぇ
と
い
わ
れ
る
の

で
す
が
、
私
に
と
っ

て
熊
谷
は
特
別
な
地

で
す
。
昭
和
47
年
３

月
桜
舞
い
散
る
中
入

隊
し
、
昭
和
51
年
３

月
ま
で
の
３
年
間
は

生
徒
と
し
て
、
昭
和

62
年
３
月
か
ら
平
成

２
年
３
月
ま
で
の
３

年
間
は
区
隊
長
と
し

て
勤
務
し
た
思
い
出

深
い
地
で
も
あ
り
ま

す
。
ゆ
え
に
熊
谷
基

地
の
桜
に
は
特
別
な

想
い
が
あ
り
、
こ
の

こ
ろ
に
な
る
と
ソ
ワ

ソ
ワ
し
ま
す
。

今
年
の
開
催
も
昨

年
と
同
日
３
月
29
日

の
日
曜
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
一
昨
年
の

熊
谷
基
地
の
桜
は
蕾

の
状
態
で
の
さ
く
ら

祭
と
な
り
、
昨
年
は

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
２
年
続

け
て
来
場
者
の
期
待

を
大
き
く
裏
切
り
ま

し
た
。
桜
は
１
～
２

分
咲
き
、
桜
祭
り
当

日
は
朝
か
ら
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
風
も

あ
り
、
寒
い
一
日
で

し
た
。
こ
の
日
の
熊

谷
は
一
転
最
高
気
温

が
前
日
の
最
低
気
温

に
及
ば
な
い

14.2
℃
、

最
低
気
温
は
6.7
℃
と

冬
に
逆
戻
り
の
気
温

と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
今
年
は
ど
う
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
基

地
内
の
約
900
本
の
桜

は
ほ
ぼ
満
開
（
本
人

の
見
た
目
の
感
想
で

す
）
で
し
た
。
こ
の

日
の
正
午
ご
ろ
の
気

温
は
23
℃
、
４
月
下

旬
か
ら
５
月
初
旬
の

気
温
で
少
し
歩
い
た

だ
け
で
汗
ば
む
陽
気

で
し
た
。
昨
年
は
基

地
内
の
道
路
を
歩
い

て
い
て
も
人
を
避
け

る
必
要
も
な
い
く
ら

い
ガ
ラ
ガ
ラ
で
し
た

が
、
今
年
は
渋
谷
の

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
の
人
混
み
を
彷
彿

さ
せ
る
ほ
ど
の
人
出

で
し
た
。
昨
年
お
披

露
目
さ
れ
た
「
Ｔ
ー

4
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
」
の
屋
外
展
示
機

は
撮
影
す
る
人
で
黒

山
の
人
だ
か
り
で
し

た
。
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

ル
ス
人
気
の
高
さ
を

物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
昨
年
の
入

場
者
数
は
約
四
千
人
、

今
年
の
入
場
者
数
は

一
万
２
千
人
以
上
の

来
場
者
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

熊
谷
基
地
も
施
設
の

老
朽
更
新
で
昔
の
面

影
は
少
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
桜
並
木
、

御
稜
威
ケ
原
の
碑
、

給
水
塔
、
旧
生
徒
隊

舎
、
２
教
群
隊
舎
、

学
生
隊
舎
、
訓
練
場

は
昔
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

皆
様
も
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

中
谷

記
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編 集 後 記

春といえば、出会いと別れの季節。

自衛官だった頃は、新しい環境に心

躍らせたり、慣れ親しんだ境遇と離

れる寂しさを感じたり、いろいろな

気持ちを胸に抱きながらこの季節を

迎えて、新しい出会いが訪れていま

したが、今は新聞の訃報欄を見なが

ら別れの方が多くなって、新しい出

会いは全く無くなってしまいました。

そんな年代なのですね。

自
衛
官

の
「
特
例
」
に
よ
る

防
災
士

※
3
尉
以
上
の
階
級
に
あ
る
自
衛
官
は
退

職
者
を
含
み
、
防
災
士
資
格
取
得
に
あ
た
っ

て
「
防
災
士
研
修
講
座
の
履
修
」
「
防
災

士
資
格
取
得
試
験
合
格
」
の
資
格
取
得
の

2

要
件
が
、
特
例
を
も
っ
て
免
除
さ
れ
ま

す
。

※
3
曹
～

准
尉
の
階
級
に
あ
る
自
衛
官
は

退
職
者
を
含
み
、
防
災
士
資
格
取
得
に
あ

た
っ
て
「
防
災
士
研
修
講
座
の
履
修
」
の

要
件
が
特
例
を
も
っ
て
免
除
さ
れ
、

防
災

士
資
格
取
得
試
験
の
受
験
資
格
が
付
与
さ

れ
ま
す
。

自
衛
官
（
退
職
者
を
含
む
）
に
か
か

わ
る
「
防
災
士
」
資
格
取
得
「
特
例

規
定
」
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
浜

松
支
部
で
は
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
に
続
き
「
防

災
士
」
の
資
格
取
得
者
を
養
成
し
ま

す
。
資
格
取
得
等
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
担
当
者
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

浜松支部防災士名簿

竹内 義昭

小林 靖典

春名 正徳

担当者 春名 正徳

TEL 090-5035-8448

E-mail taiyukai.hamamatsu@gmail.com

浜松支部災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ名簿

阪口 博治

河合 利彦

毛利 紀和子

春名 正徳

数字で見る支部活動(R8.2.28 現在)

★実勢会員数：２６５名

正会員：２４１名

特別会員： ２４名

★「隊友はままつ」発行部数：1,000部

会員配布：２８０部(予備を除く)

基地内配布：７００部

その他:２０部

◎一水会:5月13日、6月3日、7月1日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

◎静岡県隊友会総会:5月23日

◎浜松支部総会:7月4日

◎エアフェスタ浜松2026:10月25日

隊
友
の
訃
報

金
子

正
秀

隊
友

（
元
空
自

2
術
校
）

令
和

8
年
4
月

3
日

通

夜

4
月
4
日

告
別
式

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

令
和
8
年
熊
谷
基
地
さ
く
ら
祭


